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新年に寄せて 神戸市長

　　　　　　　　　　　新年あけましておめでとうございます。
　　　　　　　　　　　神戸市食品衛生協会の皆様におかれまし
　　　　　　　　　　ては、日頃より食品の自主的衛生管理や、
　　　　　　　　　　食品衛生の普及・啓発の推進など、市政に
　　　　　　　　　　対し格別のご協力を賜り､感謝申し上げます。
　　　　　　　　　　　平成 31年（2019年）は我が国にとって
大変重要な年となります。４月 30 日の天皇陛下御退位に伴い
「平成」が幕を閉じ、５月１日に皇太子殿下が即位され、新たな
元号に改められます。折りしも、神戸にとっては、明治 22 年
（1889年)の市制施行により神戸市が誕生してから130周年とい
う節目の年でもあります。まさに新たな年の幕開けにあたり、神
戸は、これまで先人が築き上げてきた歴史や営みを受け継ぎなが
ら、輝かしい未来に向かって着実に歩みを進めていかなければな
りません。本格的な人口減少時代を迎え、神戸が将来にわたって
活力を維持していくためには、都市の魅力を磨き、選ばれるまち
としての価値を高めていくことが重要です。

　そのため、神戸の強みである「居住都市」としての質をさらに
向上させるとともに、神戸医療産業都市の推進など神戸経済の活
性化を図ります。また、神戸港や六甲山系など美しい景観を崩す
ことがないよう調和のとれたまちづくりを進めるほか、空家・空
地の解消など地域再生への取り組みも行ってまいります。
　さらに、子育て世代への切れ目のない支援や子どもたちの教育
環境の充実、認知症対策「神戸モデル」をはじめとした高齢者支
援の充実を図るとともに、若い世代を中心とした起業創業の創出
など、特色ある取り組みを引き続き進めてまいります。今後も、
様々な分野の施策にバランスよく取り組み、まちの総合力を高め、
誰もが心地よく健やかに住み、学び、働き続けられる魅力あふれ
るまちづくりに力を尽くしてまいりますので、神戸市政に対し、
ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　末筆ではございますが、本年が皆様にとって素晴らしい一年と
なりますことをお祈りいたします。
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ご挨拶　神戸市食品衛生協会の皆様へ 神戸市保健福祉局長　三 木      孝

　新年のご挨拶 神戸市食品衛生協会　会長　原田　富男

食品衛生功労者

食品衛生功労者

食品衛生優良施設

　　　　　　　　　　　　あけましておめでとうございます。

　　　　　　　　　　　　神戸市食品衛生協会の皆様方におかれ

　　　　　　　　　　　ましては、健やかに新年を迎えられたことと

　　　　　　　　　　　お慶び申し上げます。

　また、平素より本市の保健福祉行政の推進に多大なるご理解とご

協力を賜り、厚くお礼申し上げます。

　さて、昨年は神戸市内では、食に関する大規模な事件は幸いありま

せんでしたが、平成３０年１１月末の時点で１３件の食中毒事件が

発生しております。ノロウイルス食中毒は２件と例年に比べ少なくなっ

た一方で、カンピロバクター食中毒は４件と依然として多く発生しまし

た。カンピロバクター食中毒の原因となった食事では全て鶏刺身やタ

タキ等の加熱不十分な鶏肉が提供されており、生の鶏肉を提供しな

いという基本的な対策の重要性が見てとれます。

　国におきましては平成３０年６月１３日「食品衛生法等の一部を

改正する法律」が公布されました。今回は１５年ぶりの大改正であり、

ＨＡＣＣＰ（ハサップ）に沿った衛生管理の制度化や、営業許可制度

の見直し、食品リコール情報の報告制度の創設等、協会の会員の皆

様にも直接関係してくることの多い内容となっております。

　特に、ＨＡＣＣＰ（ハサップ）に沿った衛生管理の制度化につきま

しては、本格実施に向けて、行政といたしましても機会をとらえて啓

発・助言を行う予定としておりますが、全ての事業者の方々が円滑に

移行していくためには、行政の施策のみでは行き届かない部分もあ

り、協会の皆様方のご協力をいただきながら進めてまいりたいと考

えております。このような中、貴協会におかれましても、各種講習会

の中でＨＡＣＣＰ（ハサップ）に関する内容を組み込まれ、普及啓発

に取組んでいただいておりますことに深く感謝いたします。

　今後とも、協会の皆様方が業界の中心となり、率先して自主衛生管

理体制の強化や衛生水準の向上に取組まれ、食品業界を牽引してい

かれることを、大いに期待しております。

　最後になりましたが、神戸市食品衛生協会のますますのご発展と

会員各位のご健勝、ご繁栄を祈念いたしまして、新年のご挨拶とさせ

ていただきます。

　　　　　　　　　　　　新年、明けましておめでとうございます。

　　　　　　　　　　　　旧年中は、会員の皆様には何かと協会

　　　　　　　　　　　運営にご協力を賜り厚くお礼申しあげます。

　　　　　　　　　　　　昨年は６月の大阪北部地震や９月の

　　　　　　　　　　　北海道胆振東部地震や西日本を中心とし

た平成３０年７月豪雨、９月の台風２１号をはじめとした大規模台

風により多くの地域に甚大な被害をもたらすなど災害が多く発生し

た年でもありました。

　食品衛生トピックスとしましては、神戸市内における平成３０年の

食中毒は１３件発生しております。昨年よりは発生件数、患者数とも

減少しています。鶏肉の生食や二次汚染に起因するカンピロバクタ

ー食中毒やサバなどの生鮮魚介類に寄生するアニサキスの摂食によ

る食中毒が４件、ノロウイルス食中毒やクドア食中毒が２件、ウエル

シュ菌食中毒が１件発生している状況です。

　冬季はノロウイルス食中毒の多発時期です。ノロウイルス食中毒

の予防には、正しい手洗いの実践が欠かせないことは言うまでもあ

りません。神戸市食品衛生協会としても、「ノロウイルス食中毒予防

強化期間」事業の一環として１１月に会員及び食品事業者等を対

象に神戸市保健福祉局と共催により開催しました「ノロウイルス食

中毒予防実践研修会」には多くの方々に参加していただきました。

研修会では、実際に手洗いの「基準１１手順」を行い、手洗いチェッ

カーにより手洗い効果を確認することができました。なお、本研修

会は、公益社団法人日本食品衛生協会からは「手洗いマイスター

認定講習会」として承認いただき、参加した食品衛生指導員に対し

認定証が交付されました。

　また、国においては昨年６月に「食品衛生法等の一部を改正する

法律」が公布され、ＨＡＣＣＰによる衛生管理の義務化について

は、２年以内の施行で、１年の猶予期間後、実施されることとなりま

した。ＨＡＣＣＰによる衛生管理は、今まで実施してきた衛生管理

を衛生管理計画や記録簿の作成により「見える化」していこうとする

ものです。会員の皆様の円滑な導入に向け、行政と連携し、その普

及啓発に取組んでいきたいと考えています。

　命の糧である「食」を生業とする私達食品事業者にとって安全で

安心な食品を提供していくことが、事業者に課せられた役割だと考

えます。

　当協会といたしましては、今後、このような状況を踏まえ、行政当

局のご指導を仰ぎながら、会員、役員の皆様と一体となって、食の

安全と信頼の確保のため、さらに自主的衛生管理の推進を図り、食

品衛生の向上に努めてまいりたいと考えております。皆様のご理解

とご協力をお願い申しあげます。　　　　　　

　最後に会員の皆様方の益々のご健勝とご繁栄・

ご多幸を祈念いたしまして、新年のご挨拶とさせていただきます。

　平成３０年１０月２５日（木）、平成３０年度食品衛生並びに食品
衛生優良施設の表彰式が、東京・明治座において開催されました。公益
社団法人日本食品衛生協会鵜飼理事長等による選考経過報告の後、
厚生労働大臣および公益社団法人日本食品衛生協会長から表彰状が
授与されました。また、食品衛生法施行７０周年記念食品衛生功労者
に対する厚生労働大臣感謝状並びに公益社団法人日本食品衛生協会
創立７０周年記念会長感謝状が授与されました。神戸市関係で晴れて
表彰・感謝状を受けられた方々は次のとおりです。（順不同）（敬称略） 

食品衛生指導員表彰

○厚生労働大臣表彰

○公益社団法人日本食品衛生協会長表彰
西 支  所　吹田 徹治
北 支  所　竹田 勝行

○厚生労働大臣表彰
北 支  所　麒麟麦酒株式会社 神戸工場（酒類製造業） 
  　　　　麒麟麦酒株式会社 
  　　　　代表取締役 布施 孝之 

西  支  所　三栄薬品貿易株式会社（添加物製造）
  　　　　三栄薬品貿易株式会社 
  　　　　代表取締役社長 森井 朋昌

西部支所　エム・シーシー食品株式会社 神戸工場
  　　　 （そうざい製造業）
  　　　　エム・シーシー食品株式会社
  　　　　代表取締役社長 水垣 宏隆 

東灘支所　宝酒造株式会社 白壁蔵（酒類製造業） 
  　　　　宝酒造株式会社 
  　　　　代表取締役社長 村田 謙三

北 支  所　弓削牧場（飲食店営業）
  　　　　有限会社レチエール・ユゲ
  　　　　代表取締役 弓削 和子 

○公益社団法人日本食品衛生協会長表彰

○食品衛生法施行７０周年記念食品衛生功労者に
　対する厚生労働大臣感謝状

○公益社団法人日本食品衛生協会創立７０周年記
　念会長感謝状

支部   入江 眞弘

垂水支所　登尾 鈆一

○公益社団法人日本食品衛生協会理事長表彰
　平成３０年１０月２４日（水）東京・ニッショウホールで開催され
た食品衛生指導員全国大会において下記の方が表彰されました。
食品衛生指導員

　　西 部 支 所　松田 一郎

　平成３０年７月１１日(水)、奈良県・奈良ロイヤルホテルで
開催された平成３０年度公益社団法人日本食品衛生協会近畿
ブロック大会において、次の方が厚生労働省医薬・生活衛生局長
表彰を受けられました。

　　西 部 支 所　川﨑 隆一郎

厚生労働省医薬・生活衛生局長表彰
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した。ＨＡＣＣＰによる衛生管理は、今まで実施してきた衛生管理

を衛生管理計画や記録簿の作成により「見える化」していこうとする

ものです。会員の皆様の円滑な導入に向け、行政と連携し、その普

及啓発に取組んでいきたいと考えています。

　命の糧である「食」を生業とする私達食品事業者にとって安全で

安心な食品を提供していくことが、事業者に課せられた役割だと考

えます。

　当協会といたしましては、今後、このような状況を踏まえ、行政当

局のご指導を仰ぎながら、会員、役員の皆様と一体となって、食の

安全と信頼の確保のため、さらに自主的衛生管理の推進を図り、食

品衛生の向上に努めてまいりたいと考えております。皆様のご理解

とご協力をお願い申しあげます。　　　　　　

　最後に会員の皆様方の益々のご健勝とご繁栄・

ご多幸を祈念いたしまして、新年のご挨拶とさせていただきます。

　平成３０年１０月２５日（木）、平成３０年度食品衛生並びに食品
衛生優良施設の表彰式が、東京・明治座において開催されました。公益
社団法人日本食品衛生協会鵜飼理事長等による選考経過報告の後、
厚生労働大臣および公益社団法人日本食品衛生協会長から表彰状が
授与されました。また、食品衛生法施行７０周年記念食品衛生功労者
に対する厚生労働大臣感謝状並びに公益社団法人日本食品衛生協会
創立７０周年記念会長感謝状が授与されました。神戸市関係で晴れて
表彰・感謝状を受けられた方々は次のとおりです。（順不同）（敬称略） 

食品衛生指導員表彰

○厚生労働大臣表彰

○公益社団法人日本食品衛生協会長表彰
西 支  所　吹田 徹治
北 支  所　竹田 勝行

○厚生労働大臣表彰
北 支  所　麒麟麦酒株式会社 神戸工場（酒類製造業） 
  　　　　麒麟麦酒株式会社 
  　　　　代表取締役 布施 孝之 

西  支  所　三栄薬品貿易株式会社（添加物製造）
  　　　　三栄薬品貿易株式会社 
  　　　　代表取締役社長 森井 朋昌

西部支所　エム・シーシー食品株式会社 神戸工場
  　　　 （そうざい製造業）
  　　　　エム・シーシー食品株式会社
  　　　　代表取締役社長 水垣 宏隆 

東灘支所　宝酒造株式会社 白壁蔵（酒類製造業） 
  　　　　宝酒造株式会社 
  　　　　代表取締役社長 村田 謙三

北 支  所　弓削牧場（飲食店営業）
  　　　　有限会社レチエール・ユゲ
  　　　　代表取締役 弓削 和子 

○公益社団法人日本食品衛生協会長表彰

○食品衛生法施行７０周年記念食品衛生功労者に
　対する厚生労働大臣感謝状

○公益社団法人日本食品衛生協会創立７０周年記
　念会長感謝状

支部   入江 眞弘

垂水支所　登尾 鈆一

○公益社団法人日本食品衛生協会理事長表彰
　平成３０年１０月２４日（水）東京・ニッショウホールで開催され
た食品衛生指導員全国大会において下記の方が表彰されました。
食品衛生指導員

　　西 部 支 所　松田 一郎

　平成３０年７月１１日(水)、奈良県・奈良ロイヤルホテルで
開催された平成３０年度公益社団法人日本食品衛生協会近畿
ブロック大会において、次の方が厚生労働省医薬・生活衛生局長
表彰を受けられました。

　　西 部 支 所　川﨑 隆一郎

厚生労働省医薬・生活衛生局長表彰
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西食品衛生協会　監事
　　    三栄薬品貿易株式会社 代表取締役社長 　森井　朋昌
　
　

 

　新年あけましておめでとうございます。新春のご祝辞を謹んで申し
上げます。 
　昨年１０月２５日、東京「明治座」におきまして、食品衛生優良施
設として厚生労働大臣表彰の栄誉を賜りました。 
　これもひとえに行政当局並びに神戸市食品衛生協会、西食品衛生協
会の皆様方のご指導、ご支援の賜物と心より感謝と御礼を申し上げます。 
　当社は、アフリカ大陸のサハラ砂漠の南、紅海から大西洋に至る半
砂漠地帯に生育するマメ科アカシア属植物の樹液が乾燥固化した「ア
ラビアガム」を輸入し、これを精製して、衛生的で安心してご使用い
ただける食品添加物（増粘安定剤）として販売しています。アラビア
ガムは、現地の農民の収入源であるだけでなく、砂漠化（サハラ砂漠
の南下）を防ぐ樹木として地球環境面でも貴重な植物であります。収
穫されたアラビアガムは紅海、インド洋、南シナ海を経て神戸港に入
津し、神戸市西区の事業所で精製加工していますので、港湾都市神戸
ならではの利便を活用させていただいています。 
　長年に渡り、アラビアガムの精製技術の向上とともに、衛生的な製
造環境を維持するための努力を重ねてまいりましたが、今回、賜りま
した栄誉は、その努力をお認めいただけたものと従業員一同、大変な
励みとなりました。今後も食品業界の安全、安心に貢献すべく、たゆ
まぬ努力を重ねてまいる所存でございますので、引き続きご指導ご鞭
撻の程、よろしくお願い申し上げます。
　最後になりましたが、皆々様の益々のご健勝とご繁栄を心より祈念
いたしまして、受賞のお礼の言葉とさせていただきます。

（ 5）

５.公益社団法人日本食品衛生協会の共済に加入
　 しましょう! !

 

４.食品衛生責任者の講習会

食品営業賠償共済普及推進委員 太田　晃司　
（(有)保険ネットワークセンター）

〒６５７－０８５４　
　神戸市灘区摩耶埠頭・業務センタ－ビル５０５
　ＴＥＬ　０７８－８０６－０１０５
ＦＡＸ　０７８－８０６－０１０９

事故解決まで応援いたします。ご相談ください。
(講習サポート：アクティス(株) 垣谷泰三）

神戸市食品衛生協会事業のご案内神戸市食品衛生協会事業のご案内

北食品衛生協会　特別会員
　　　　 麒麟麦酒株式会社神戸工場 工場長 　後藤 　一義

　新年あけましておめでとうございます。 
　昨年１０月２５日、日本橋の明治座におきまして、食品衛生優良
設として厚生労働大臣表彰の栄誉を賜りました。これもひとえに行
政当局並びに神戸市食品衛生協会、北食品衛生協会の皆様のご指導、
ご支援の賜物と、心より感謝いたしますとともに、厚く御礼申し上
げます。 
　弊社は１９０７年の創業以来、「お客様本位」「品質本位」の基
本姿勢に基づき、お客様に新しい価値を提供するさまざまなチャレ
ンジを行ってきました。今年も、「お客様のことを一番考える会
社」として、生産から販売までの各部門、バリューチェーン全体が
一体となり、お客様にとって価値ある商品・サービスを創造し続け
てまいります。 
　平成９年に神戸市北区で神戸工場を創業以来、北食品衛生協会で
は特別会員として活動させて頂いております。食の安全性を確保す
るフードセーフティの仕組みに加え、意図的な異物混入といった食
の安全への攻撃に対するリスク評価方法や、目指すべき防御レベル
を示したフードディフェンスガイドラインを制定し、施設の衛生水
準の向上に努めるほか、事業活動を通じ、皆様から信頼される企業
であり続けることで、地域のお客様との「絆」を一層深めてまいり
ます。 
　この度の受賞を機に、引き続き食品衛生行政の発展、後進の育成
に努めてまいりますので、ご指導ご鞭撻を賜りますよう、お願い申
し上げます。 
　最後に皆様方の益々のご健勝とご繁栄を心より祈念いたしまして、
受賞のお礼の言葉とさせていただきます。 

北食品衛生協会　元会長
　　　　　　 　株式会社円山荘 取締役会長 　下浦　康伸

　新年あけましておめでとうございます。
　昨年１０月２５日、日本橋の明治座におきまして、食品衛生功労
者として厚生労働大臣表彰の栄誉を賜りました。これもひとえに行
政当局並びに神戸市食品衛生協会、北食品衛生協会の皆様のご指
導、ご支援の賜物と、心より感謝いたしますとともに、厚く御礼
申し上げます。 
　弊社は、神戸市北区の有馬にて昭和３４年に創業した旅館を営ん
でおり、現在は「竹取亭 円山」としてお客様にご愛顧頂いておりま
す。有馬は日本三大名泉の一つと言われておりますが、看板だけで
集客できる時代ではなくなりました。昨今のめまぐるしい変化につ
いていくのは大変ですが、「汗水たらして仕事せよ」という先代の
教えを胸に、お客様との交流を楽しみながら日々頑張っております。
　縁あって北食品衛生協会の会長を１０年間務めさせて頂きまし
たが、食の安全・安心には、お客様を思いやる気持ちと現場の地道
な努力の積み重ねが欠かせないことを、改めて学ばせていただいた
ように思います。
　この度の受賞を機に、引き続き食品衛生行政の発展、後進の育成
に努めてまいりますので、引き続きご指導ご鞭撻を賜りますよう、
お願い申し上げます。 

①食品衛生責任者養成講習会

対  　   象     新たに食品衛生責任者となる方
　　　  　   （調理師免許保有者等は受講免除）

日　　時　平成３１年１月１０日（木）、２月１９日（火）、
　　　　　　３月１３日（水）　なお、４月以降は、毎月
　　　　　　開催する予定です。（日時は未定）
場　　所　 三宮研修センター
　　　　　   （神戸市中央区八幡通４－２－１２）
　　　　　　各回とも午前９時２５分から午後４時４５分
　　　　　　まで（受付：９時から）
申込み等　講習会の受講申込みは、講習会開催の前月末まで
　　　　　　に最寄りの食品衛生協会（各衛生監視事務所内）
　　　　　　で受付けております。（当日受付はしていません）
受  講  料     ８，０００円

  
   
      対  　   象　すでに食品衛生責任者になっている方
　  申込み等　支所毎に開催しますので、最寄りの食品衛生協会
　　　　　　　 （各衛生監視事務所内）までお問い合わせ下さい。
　 受  講   料　１，５００円

②食品衛生責任者実務講習会

食中毒・賠償事故対策！！
どこよりも安い掛金で補償します
それは・・・会員限定の公益社団法人日本食品衛生協会の
                     「総合食品賠償共済（あんしんフ－ド君）」

食中毒・賠償事故に備えましょう！！

３. ノロウイルス食中毒予防研修会

　今年も、１１月に開催予定ですが、詳しい日程、場所、受講料
は事前に最寄りの食品衛生協会（各衛生監視事務所内）までお問
い合わせ下さい。

２.フグ調理・衛生に関する特別講習会

　今年も、１０月に開催予定ですが、詳しい日程、場所、受講料
は事前に最寄りの食品衛生協会（各衛生監視事務所内）までお問
い合わせ下さい。

１.アイスクリーム類の衛生講習会

　神戸市ソフトクリーム衛生協会と共催でソフトクリーム製造従
事者を対象に開催します。
　今年も、６月に開催予定ですが、詳しい日程、場所、受講料は
事前に最寄りの食品衛生協会（各衛生監視事務所内）までお問い
合わせ下さい。

(食品衛生協会会員が対象です)

増粘安定剤の直輸⼊と精製加⼯ 
■ 即溶性⾼品質 ⾷品添加物アラビアガム

アラビックコール SS
■ 最も経済的な増粘安定剤 ⾷品添加物グァーガム

グアーコール F50 
■ ⾷物繊維 / ⾷品添加物サイリウムシードガム

殺菌サイリウムハスク末 

三栄薬品貿易株式会社 ⻄神研究所 
神⼾市⻄区室⾕ 2 丁⽬ 2-5 

TEL（078）991-9410 
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西食品衛生協会　監事
　　    三栄薬品貿易株式会社 代表取締役社長 　森井　朋昌
　
　

 

　新年あけましておめでとうございます。新春のご祝辞を謹んで申し
上げます。 
　昨年１０月２５日、東京「明治座」におきまして、食品衛生優良施
設として厚生労働大臣表彰の栄誉を賜りました。 
　これもひとえに行政当局並びに神戸市食品衛生協会、西食品衛生協
会の皆様方のご指導、ご支援の賜物と心より感謝と御礼を申し上げます。 
　当社は、アフリカ大陸のサハラ砂漠の南、紅海から大西洋に至る半
砂漠地帯に生育するマメ科アカシア属植物の樹液が乾燥固化した「ア
ラビアガム」を輸入し、これを精製して、衛生的で安心してご使用い
ただける食品添加物（増粘安定剤）として販売しています。アラビア
ガムは、現地の農民の収入源であるだけでなく、砂漠化（サハラ砂漠
の南下）を防ぐ樹木として地球環境面でも貴重な植物であります。収
穫されたアラビアガムは紅海、インド洋、南シナ海を経て神戸港に入
津し、神戸市西区の事業所で精製加工していますので、港湾都市神戸
ならではの利便を活用させていただいています。 
　長年に渡り、アラビアガムの精製技術の向上とともに、衛生的な製
造環境を維持するための努力を重ねてまいりましたが、今回、賜りま
した栄誉は、その努力をお認めいただけたものと従業員一同、大変な
励みとなりました。今後も食品業界の安全、安心に貢献すべく、たゆ
まぬ努力を重ねてまいる所存でございますので、引き続きご指導ご鞭
撻の程、よろしくお願い申し上げます。
　最後になりましたが、皆々様の益々のご健勝とご繁栄を心より祈念
いたしまして、受賞のお礼の言葉とさせていただきます。

（ 5）

５.公益社団法人日本食品衛生協会の共済に加入
　 しましょう! !

 

４.食品衛生責任者の講習会

食品営業賠償共済普及推進委員 太田　晃司　
（(有)保険ネットワークセンター）

〒６５７－０８５４　
　神戸市灘区摩耶埠頭・業務センタ－ビル５０５
　ＴＥＬ　０７８－８０６－０１０５
ＦＡＸ　０７８－８０６－０１０９

事故解決まで応援いたします。ご相談ください。
(講習サポート：アクティス(株) 垣谷泰三）

神戸市食品衛生協会事業のご案内神戸市食品衛生協会事業のご案内

北食品衛生協会　特別会員
　　　　 麒麟麦酒株式会社神戸工場 工場長 　後藤 　一義

　新年あけましておめでとうございます。 
　昨年１０月２５日、日本橋の明治座におきまして、食品衛生優良
設として厚生労働大臣表彰の栄誉を賜りました。これもひとえに行
政当局並びに神戸市食品衛生協会、北食品衛生協会の皆様のご指導、
ご支援の賜物と、心より感謝いたしますとともに、厚く御礼申し上
げます。 
　弊社は１９０７年の創業以来、「お客様本位」「品質本位」の基
本姿勢に基づき、お客様に新しい価値を提供するさまざまなチャレ
ンジを行ってきました。今年も、「お客様のことを一番考える会
社」として、生産から販売までの各部門、バリューチェーン全体が
一体となり、お客様にとって価値ある商品・サービスを創造し続け
てまいります。 
　平成９年に神戸市北区で神戸工場を創業以来、北食品衛生協会で
は特別会員として活動させて頂いております。食の安全性を確保す
るフードセーフティの仕組みに加え、意図的な異物混入といった食
の安全への攻撃に対するリスク評価方法や、目指すべき防御レベル
を示したフードディフェンスガイドラインを制定し、施設の衛生水
準の向上に努めるほか、事業活動を通じ、皆様から信頼される企業
であり続けることで、地域のお客様との「絆」を一層深めてまいり
ます。 
　この度の受賞を機に、引き続き食品衛生行政の発展、後進の育成
に努めてまいりますので、ご指導ご鞭撻を賜りますよう、お願い申
し上げます。 
　最後に皆様方の益々のご健勝とご繁栄を心より祈念いたしまして、
受賞のお礼の言葉とさせていただきます。 

北食品衛生協会　元会長
　　　　　　 　株式会社円山荘 取締役会長 　下浦　康伸

　新年あけましておめでとうございます。
　昨年１０月２５日、日本橋の明治座におきまして、食品衛生功労
者として厚生労働大臣表彰の栄誉を賜りました。これもひとえに行
政当局並びに神戸市食品衛生協会、北食品衛生協会の皆様のご指
導、ご支援の賜物と、心より感謝いたしますとともに、厚く御礼
申し上げます。 
　弊社は、神戸市北区の有馬にて昭和３４年に創業した旅館を営ん
でおり、現在は「竹取亭 円山」としてお客様にご愛顧頂いておりま
す。有馬は日本三大名泉の一つと言われておりますが、看板だけで
集客できる時代ではなくなりました。昨今のめまぐるしい変化につ
いていくのは大変ですが、「汗水たらして仕事せよ」という先代の
教えを胸に、お客様との交流を楽しみながら日々頑張っております。
　縁あって北食品衛生協会の会長を１０年間務めさせて頂きまし
たが、食の安全・安心には、お客様を思いやる気持ちと現場の地道
な努力の積み重ねが欠かせないことを、改めて学ばせていただいた
ように思います。
　この度の受賞を機に、引き続き食品衛生行政の発展、後進の育成
に努めてまいりますので、引き続きご指導ご鞭撻を賜りますよう、
お願い申し上げます。 

①食品衛生責任者養成講習会

対  　   象     新たに食品衛生責任者となる方
　　　  　   （調理師免許保有者等は受講免除）

日　　時　平成３１年１月１０日（木）、２月１９日（火）、
　　　　　　３月１３日（水）　なお、４月以降は、毎月
　　　　　　開催する予定です。（日時は未定）
場　　所　 三宮研修センター
　　　　　   （神戸市中央区八幡通４－２－１２）
　　　　　　各回とも午前９時２５分から午後４時４５分
　　　　　　まで（受付：９時から）
申込み等　講習会の受講申込みは、講習会開催の前月末まで
　　　　　　に最寄りの食品衛生協会（各衛生監視事務所内）
　　　　　　で受付けております。（当日受付はしていません）
受  講  料     ８，０００円

  
   
      対  　   象　すでに食品衛生責任者になっている方
　  申込み等　支所毎に開催しますので、最寄りの食品衛生協会
　　　　　　　 （各衛生監視事務所内）までお問い合わせ下さい。
　 受  講   料　１，５００円

②食品衛生責任者実務講習会

食中毒・賠償事故対策！！
どこよりも安い掛金で補償します
それは・・・会員限定の公益社団法人日本食品衛生協会の
                     「総合食品賠償共済（あんしんフ－ド君）」

食中毒・賠償事故に備えましょう！！

３. ノロウイルス食中毒予防研修会

　今年も、１１月に開催予定ですが、詳しい日程、場所、受講料
は事前に最寄りの食品衛生協会（各衛生監視事務所内）までお問
い合わせ下さい。

２.フグ調理・衛生に関する特別講習会

　今年も、１０月に開催予定ですが、詳しい日程、場所、受講料
は事前に最寄りの食品衛生協会（各衛生監視事務所内）までお問
い合わせ下さい。

１.アイスクリーム類の衛生講習会

　神戸市ソフトクリーム衛生協会と共催でソフトクリーム製造従
事者を対象に開催します。
　今年も、６月に開催予定ですが、詳しい日程、場所、受講料は
事前に最寄りの食品衛生協会（各衛生監視事務所内）までお問い
合わせ下さい。

(食品衛生協会会員が対象です)

増粘安定剤の直輸⼊と精製加⼯ 
■ 即溶性⾼品質 ⾷品添加物アラビアガム

アラビックコール SS
■ 最も経済的な増粘安定剤 ⾷品添加物グァーガム

グアーコール F50 
■ ⾷物繊維 / ⾷品添加物サイリウムシードガム

殺菌サイリウムハスク末 

三栄薬品貿易株式会社 ⻄神研究所 
神⼾市⻄区室⾕ 2 丁⽬ 2-5 

TEL（078）991-9410 



   ◎神戸市食品衛生協会第５５回定時総会
　　第５５回定時総会は、平成３０年６月１５日（金）ホテル

オークラ神戸「平安の間」において開催。代議員定数１００

名中９２名の出席を得て午後４時に開会。平成２９年度の事

業報告、決算報告及び監査報告、平成３０年度の事業計画案

及び予算案を審議し、いずれも原案どおり可決承認されまし

た。又、監事の林中央支所長の退任に伴い、監事の選出が行

われました。議長が４月１３日開催の理事会において選考承

認された岩佐中央支所長（新任）が監事に就任することにつ

いて提案した結果、満場一致で承認されました。

◇ ◆

◇ ◆

　総会に引き続いて午後４時４０分から寺﨑副市長、菅原兵庫

県健康福祉部健康局生活衛生課副課長、三木保健福祉局長、藤

井保健福祉局担当部長のご来賓にご臨席を賜り、平成３０年度

食品衛生功労者等の表彰式を実施し、食品衛生の向上・発展に

寄与した人等に対し、市長表彰並びに協会長表彰の表彰状と記

念品が授与されました。受賞された方々は下記のとおりです。

（順不同、敬称略）表彰状授与の後、ご来賓の方々より祝辞を

賜り、登尾副会長による閉会あいさつで総会・表彰式は終了し

ました。懇親会は、午後５時３０分から寺﨑副市長をはじめ多

くの来賓と各支所から役員、代議員の１４４名が参加し、局長

による乾杯で開会し、和やかに歓談いたしました。午後７時

３０分に内藤副会長の閉会あいさつで終了しました。

◎平成３０年度食品衛生功労者等表彰式

〇食品衛生功労者（４名） 
貝塚一夫、亀塚忠且（西部)、山﨑眞仁（北)、永田義雄（垂水）

〇食品衛生優良施設（６施設）
伊藤ハム株式会社神戸工場（東灘）、株式会社松原製饀所（中央）、
潮路（西部）、株式会社清浄野菜普及研究所（北）、シーフード・
ビア・レストラン 海彩園（垂水）、有限会社とんかつむさし（西）

 神戸市長表彰  

 神戸市食品衛生協会長表彰  

〇食品衛生功労者（７名）
米 政伸、髙嶋郁夫（東灘）、稲葉 智治（中央）、谷崎 渉、
松井浩行、三坂晃司（西部）、堂加雅丈（北）

〇食品衛生優良施設（３施設）
株式会社日米クックおきな（西部）、欽山（北）、株式会社
鳥宇（垂水） 

〇食品衛生優良従業員（５６名）
石井克明、岡部和美、尾上佐知子、柏木浩一、木村義一、佐伯
憲一、瀬戸和則、玉田 望、椿 久彦、濱 哲也、濱畑勝久、林 康
之、廣瀬充宏、深尾武史、正井修平、渡 康彦（東灘）、松田慎
司、草野廣夫、栗田芳江、吉川明子、吉田卓司（灘）、米澤玲
子、南良幸、潮 真也、日野原康夫（中央）、吉國客一、園藤和
明、龍造寺逸人、小林利治、下浦 晃、伊藤拓志、高木順也、
津野昌宏（西部）、太田昌代、井口智美、重田 進（北）、 久
富安代、布施恵見子、戎 伸代、渡邊弘美、大沢花奈子、夏井晴
美（垂水）、 石田祐二、橋本佳津馬、髙山利幸、塚村昭彦、井
上由弘、松原則和、青木裕司、在里 修、藤井敬三、岩田 大、呉
羽美香、筑木正一、徳田淳子、小池由紀子（西）

◎食品衛生指導員の活動

 

－食の「安全・安心」の向上で、消費者の信頼回復を図る－

　

　平成２８年１２月に委嘱された第２２期食品衛生指導員の方
々は多忙な業務のかたわら、食品の安全性に対する消費者の信
頼回復を図るべく、熱心な活動を続け、又、営業者による自主
管理の推進を図るため、巡回指導や研修会への参加など積極的
に活動を進めました。(平成３０年１１月末現在で１４５名）

　
　平成３０年７月２４日（火）三宮研修センターにおいて開催
し、食品衛生指導員４１名が参加しました。研修会は、事務局
による３０年度の重点巡回項目と巡回指導についての説明の後、
公益財団法人兵庫県予防医学協会環境検査センター環境検査科
科長葉山康之氏に「飲食店等小規模事業者におけるＨＡＣＣＰ
の考えを取り入れた衛生管理」と題して講演をしていただきま
した。講演では、飲食店における衛生管理として衛生管理計画
(一般衛生管理や重要管理点のポイント）や記録簿の作成などの
お話をお聞きするとともに、参加者が演習問題に取り組みました。

２. 特別巡回指導の実施（支部で実施）

１. 支部研修会

　食品による事故が発生しやす
い夏期の平成３０年６月２７日
（水）に保健所衛生監視事務所
と消費者代表のご協力 を得て、
「食の安全・安心パトロール」
と銘打った特別巡回指導を実施
しました。パトロールには食品
衛生指導員、食品衛生協会役員、消費者（神戸市婦人団体協議
会）､食品衛生監視員２７名が参加し、中央区内の百貨店に立入
り検査を実施し、食品の表示や保管陳列状況についてチェック
リストをもとに点検するとともに、店内やさんちか夢広場にて
市民の方に啓発用のリーフレット・ポケットティッシュなどを
配布し、食中毒予防の啓発を行いました。

３.食品衛生指導員全国大会
　平成３０年１０月２４日（水）東京・ニッショウホールにお
いて第５８回食品衛生指導員全国大会が開催され、食品衛生指
導員体験発表と食品衛生指導員理事長表彰が行われました。

４.第２３期食品衛生指導員の委嘱
　第２２期食品衛生指導員の任期満了に伴い、平成３０年１２月
１日付けで第２３期食品衛生指導員１３１名が委嘱されました。
今回の委嘱では、１２５名が２２期から継続、２名が再委嘱、
４名が新規の委嘱となりました。今後の活躍が期待されています。

◎各種講習会の実施

　営業者の自主管理体制強化の一環として、各施設に「食品衛
生責任者」の設置が義務づけられています。平成２３年度に新
たに神戸市保健所長の指定を受け、食品衛生責任者養成講習会
（新たに食品衛生責任者となる者が受講）及び食品衛生責任者
実務講習会（すでに食品衛生責任者である者が営業許可更新時
に受講）を実施しています。
　平成３０年度実施状況（平成３０年１１月末現在）
　養成講習会　８回 １，０５４名、実務講習会 ７回　３１７名
受講を希望される方は、最寄りの食品衛生協会（各衛生監視事
務所：別紙記載）にお問い合わせください。

　公益社団法人日本食品衛生協会の「ノロウイルス食中毒予防
特別強化期間（１１月から１月）」事業の一環として、神戸市
保健福祉局と共催により食品衛生指導員・会員及び弁当調製施
設・大規模給食事業所を対象に「ノロウイルス食中毒予防実践
研修会」を平成３０年１１月１９日（月）に神戸三宮東急ＲＥ
Ｉホテルにおいて開催しました。なお、本研修会は、公益社団
法人日本食品衛生協会から食品衛生指導員を対象とした「手
洗いマイスター認定講習会」として承認をいただきました。
研修会では、行政からの「ノロウイルス食中毒の現状」につ
いて講演の後、サラヤ（株）近畿支店神戸営業所食品衛生イン
ストラクター除本薫奈氏から「ノロウイルス食中毒を予防する
ための効果的な手洗い」と題し
て講演をしていただきました。
参加者は実際に手洗いを行い、
手洗いチェッカーにより効果を
確認することができました。
　受講者 １5２名 内指導員２０名

　アイスクリーム類、特にソフトクリーム製造従事者を対象に
神戸市ソフトクリーム衛生協会との共催で平成３０年６月２２
日（金）に兵庫県学校厚生会館において実施しました。
　受講者 ５１名   

４. フグ調理・衛生に関する特別講習会

３. アイスクリーム類の衛生講習会

２. ノロウイルス食中毒予防実践講習会

１.食品衛生責任者養成及び実務講習会

　毎年、フグ料理シーズン前に開催しておりますが、平成２３
年度から講習内容にフグ処理の実技実習を組み込んでいます。
平成３０年度は、平成３０年１０月２０日（土）、２２日（月）
の両日、神戸国際調理製菓専門学校を会場にして実施しました。
　受講者 一般３８名、学生５６名

　

◎各支所の活動
　各支所に共通した主な事業活動は次のとおりです。
　①定時総会及び理事会等の開催
　②食品衛生優良従業員支所長表彰
　③食品衛生指導員支所研修会及び指導員活動への支援
　④食品衛生責任者実務講習会の開催
　⑤各種衛生講習会の開催
　⑥食品営業賠償共済への加入勧奨
　⑦食品衛生啓発用のリーフレット等の作成配布

◎公益社団法人日本食品衛生協会近畿ブロック連絡
　協議会関連事業への参加について

１.平成３０年度近畿ブロック連絡協議会事務局長会議・総会
　 日 時：平成３０年４月１１日（水）午後２時～
　 場 所：京都市・ホテル平安の森京都 西館３階 岡崎の間
　 神戸市食品衛生協会から原田会長他３名が出席しました。午
後２時から行われた公益社団法人日本食品衛生協会担当者と近
畿ブロック８支部の事務局長による事務局長会議では、近畿ブ
ロックの今後の役割分担や各支部の情報交換が行われました。
午後３時１０分から行われた総会では、平成２９年度事業報告、
収支決算・監査報告、平成３０年度事業計画案、収支予算案等
の議題が審議され、全ての議題が承認されました。また、平成
３０年度、平成３１年度の 2 年間は神戸市支部が事務局を担当
することとなりました。

２. 平成３０年度近畿ブロック連絡協議会・近畿ブロック大会
     日 時：平成３０年７月１１日（水）午後１時３０分～
     場 所：奈良県・奈良ロイヤルホテル ２階 春日の間（協議会）

　
２階 鳳凰の間（大　会）

　午後１時３０分から行われた公益社団法人日本食品衛生協会担
当者と近畿ブロック８支部の役員による連絡協議会では各支部の
重点事業の説明のほか、公益社団法人日本食品衛生協会の今年度
の事業予定が報告されました。事務局を担当する神戸市食品衛生
協会から原田会長他５名が出席しました。午後３時からの大会で
は厚生労働省医薬・生活衛生局長表彰が行われました。（前掲）

　神戸市食品衛生協会から入江食品衛生指導員部会長他事務局４
名が出席しました。各支部からの指導員活動状況報告と公益社団
法人日本食品衛生協会から「ＨＡＣＣＰ普及のための取組」、
「手洗いマイスター制度」、及び新「食の安心・安全・五つ星事
業」が報告されました。また、各支部より活動状況について報告
があり、指導員数の減少や高齢化といった課題や「食の安心・安
全・五つ星事業」と「手洗いマイスター認定講習会」の実施状況
について意見交換が行われました。

３. 近畿ブロック連絡協議会・食品衛生指導員部会長会議
　 日 時：平成３０年１０月１０日(水) 午後２時３０分～
　 場 所：神戸市・ザ マーカス スクエア神戸（神戸ハーバーラ
　 　 　 ンド ホテルクラウンパレス神戸内）５階 スィート

　神戸市食品衛生協会から原田会長他事務局４名が出席しました。
会議では、事務局から「平成３１年度事業」について提案され、
公益社団法人日本食品衛生協会桑﨑専務理事から「食品衛生法等
の一部改正する法律の概要と関係政省令の検討状況」について報
告されました。また、ＨＡＣＣＰの普及推進や食の安心・安全・
五つ星事業の推進について、各支部で意見交換が行われました。

４.近畿ブロック連絡協議会・食品衛生協会会長（支部長）会議
　 日 時：平成３０年１１月８日(木) 午後３時～
　 場 所：神戸市・ＡＮＡクラウンプラザホテル神戸９階 サフラン

（ 6） （ 7）

　食中毒など食品関係事故が発生した場合の賠償事案に備え、
安い掛金で補償が得られる公益社団法人日本食品衛生協会の会
員向け共済事業である「食品営業賠償共済・あんしんフード君」
への加入勧奨を進めています。

◎食協共済事業の推進



   ◎神戸市食品衛生協会第５５回定時総会
　　第５５回定時総会は、平成３０年６月１５日（金）ホテル

オークラ神戸「平安の間」において開催。代議員定数１００

名中９２名の出席を得て午後４時に開会。平成２９年度の事

業報告、決算報告及び監査報告、平成３０年度の事業計画案

及び予算案を審議し、いずれも原案どおり可決承認されまし

た。又、監事の林中央支所長の退任に伴い、監事の選出が行

われました。議長が４月１３日開催の理事会において選考承

認された岩佐中央支所長（新任）が監事に就任することにつ

いて提案した結果、満場一致で承認されました。

◇ ◆

◇ ◆

　総会に引き続いて午後４時４０分から寺﨑副市長、菅原兵庫

県健康福祉部健康局生活衛生課副課長、三木保健福祉局長、藤

井保健福祉局担当部長のご来賓にご臨席を賜り、平成３０年度

食品衛生功労者等の表彰式を実施し、食品衛生の向上・発展に

寄与した人等に対し、市長表彰並びに協会長表彰の表彰状と記

念品が授与されました。受賞された方々は下記のとおりです。

（順不同、敬称略）表彰状授与の後、ご来賓の方々より祝辞を

賜り、登尾副会長による閉会あいさつで総会・表彰式は終了し

ました。懇親会は、午後５時３０分から寺﨑副市長をはじめ多

くの来賓と各支所から役員、代議員の１４４名が参加し、局長

による乾杯で開会し、和やかに歓談いたしました。午後７時

３０分に内藤副会長の閉会あいさつで終了しました。

◎平成３０年度食品衛生功労者等表彰式

〇食品衛生功労者（４名） 
貝塚一夫、亀塚忠且（西部)、山﨑眞仁（北)、永田義雄（垂水）

〇食品衛生優良施設（６施設）
伊藤ハム株式会社神戸工場（東灘）、株式会社松原製饀所（中央）、
潮路（西部）、株式会社清浄野菜普及研究所（北）、シーフード・
ビア・レストラン 海彩園（垂水）、有限会社とんかつむさし（西）

 神戸市長表彰  

 神戸市食品衛生協会長表彰  

〇食品衛生功労者（７名）
米 政伸、髙嶋郁夫（東灘）、稲葉 智治（中央）、谷崎 渉、
松井浩行、三坂晃司（西部）、堂加雅丈（北）

〇食品衛生優良施設（３施設）
株式会社日米クックおきな（西部）、欽山（北）、株式会社
鳥宇（垂水） 

〇食品衛生優良従業員（５６名）
石井克明、岡部和美、尾上佐知子、柏木浩一、木村義一、佐伯
憲一、瀬戸和則、玉田 望、椿 久彦、濱 哲也、濱畑勝久、林 康
之、廣瀬充宏、深尾武史、正井修平、渡 康彦（東灘）、松田慎
司、草野廣夫、栗田芳江、吉川明子、吉田卓司（灘）、米澤玲
子、南良幸、潮 真也、日野原康夫（中央）、吉國客一、園藤和
明、龍造寺逸人、小林利治、下浦 晃、伊藤拓志、高木順也、
津野昌宏（西部）、太田昌代、井口智美、重田 進（北）、 久
富安代、布施恵見子、戎 伸代、渡邊弘美、大沢花奈子、夏井晴
美（垂水）、 石田祐二、橋本佳津馬、髙山利幸、塚村昭彦、井
上由弘、松原則和、青木裕司、在里 修、藤井敬三、岩田 大、呉
羽美香、筑木正一、徳田淳子、小池由紀子（西）

◎食品衛生指導員の活動

 

－食の「安全・安心」の向上で、消費者の信頼回復を図る－

　

　平成２８年１２月に委嘱された第２２期食品衛生指導員の方
々は多忙な業務のかたわら、食品の安全性に対する消費者の信
頼回復を図るべく、熱心な活動を続け、又、営業者による自主
管理の推進を図るため、巡回指導や研修会への参加など積極的
に活動を進めました。(平成３０年１１月末現在で１４５名）

　
　平成３０年７月２４日（火）三宮研修センターにおいて開催
し、食品衛生指導員４１名が参加しました。研修会は、事務局
による３０年度の重点巡回項目と巡回指導についての説明の後、
公益財団法人兵庫県予防医学協会環境検査センター環境検査科
科長葉山康之氏に「飲食店等小規模事業者におけるＨＡＣＣＰ
の考えを取り入れた衛生管理」と題して講演をしていただきま
した。講演では、飲食店における衛生管理として衛生管理計画
(一般衛生管理や重要管理点のポイント）や記録簿の作成などの
お話をお聞きするとともに、参加者が演習問題に取り組みました。

２. 特別巡回指導の実施（支部で実施）

１. 支部研修会

　食品による事故が発生しやす
い夏期の平成３０年６月２７日
（水）に保健所衛生監視事務所
と消費者代表のご協力 を得て、
「食の安全・安心パトロール」
と銘打った特別巡回指導を実施
しました。パトロールには食品
衛生指導員、食品衛生協会役員、消費者（神戸市婦人団体協議
会）､食品衛生監視員２７名が参加し、中央区内の百貨店に立入
り検査を実施し、食品の表示や保管陳列状況についてチェック
リストをもとに点検するとともに、店内やさんちか夢広場にて
市民の方に啓発用のリーフレット・ポケットティッシュなどを
配布し、食中毒予防の啓発を行いました。

３.食品衛生指導員全国大会
　平成３０年１０月２４日（水）東京・ニッショウホールにお
いて第５８回食品衛生指導員全国大会が開催され、食品衛生指
導員体験発表と食品衛生指導員理事長表彰が行われました。

４.第２３期食品衛生指導員の委嘱
　第２２期食品衛生指導員の任期満了に伴い、平成３０年１２月
１日付けで第２３期食品衛生指導員１３１名が委嘱されました。
今回の委嘱では、１２５名が２２期から継続、２名が再委嘱、
４名が新規の委嘱となりました。今後の活躍が期待されています。

◎各種講習会の実施

　営業者の自主管理体制強化の一環として、各施設に「食品衛
生責任者」の設置が義務づけられています。平成２３年度に新
たに神戸市保健所長の指定を受け、食品衛生責任者養成講習会
（新たに食品衛生責任者となる者が受講）及び食品衛生責任者
実務講習会（すでに食品衛生責任者である者が営業許可更新時
に受講）を実施しています。
　平成３０年度実施状況（平成３０年１１月末現在）
　養成講習会　８回 １，０５４名、実務講習会 ７回　３１７名
受講を希望される方は、最寄りの食品衛生協会（各衛生監視事
務所：別紙記載）にお問い合わせください。

　公益社団法人日本食品衛生協会の「ノロウイルス食中毒予防
特別強化期間（１１月から１月）」事業の一環として、神戸市
保健福祉局と共催により食品衛生指導員・会員及び弁当調製施
設・大規模給食事業所を対象に「ノロウイルス食中毒予防実践
研修会」を平成３０年１１月１９日（月）に神戸三宮東急ＲＥ
Ｉホテルにおいて開催しました。なお、本研修会は、公益社団
法人日本食品衛生協会から食品衛生指導員を対象とした「手
洗いマイスター認定講習会」として承認をいただきました。
研修会では、行政からの「ノロウイルス食中毒の現状」につ
いて講演の後、サラヤ（株）近畿支店神戸営業所食品衛生イン
ストラクター除本薫奈氏から「ノロウイルス食中毒を予防する
ための効果的な手洗い」と題し
て講演をしていただきました。
参加者は実際に手洗いを行い、
手洗いチェッカーにより効果を
確認することができました。
　受講者 １5２名 内指導員２０名

　アイスクリーム類、特にソフトクリーム製造従事者を対象に
神戸市ソフトクリーム衛生協会との共催で平成３０年６月２２
日（金）に兵庫県学校厚生会館において実施しました。
　受講者 ５１名   

４. フグ調理・衛生に関する特別講習会

３. アイスクリーム類の衛生講習会

２. ノロウイルス食中毒予防実践講習会

１.食品衛生責任者養成及び実務講習会

　毎年、フグ料理シーズン前に開催しておりますが、平成２３
年度から講習内容にフグ処理の実技実習を組み込んでいます。
平成３０年度は、平成３０年１０月２０日（土）、２２日（月）
の両日、神戸国際調理製菓専門学校を会場にして実施しました。
　受講者 一般３８名、学生５６名

　

◎各支所の活動
　各支所に共通した主な事業活動は次のとおりです。
　①定時総会及び理事会等の開催
　②食品衛生優良従業員支所長表彰
　③食品衛生指導員支所研修会及び指導員活動への支援
　④食品衛生責任者実務講習会の開催
　⑤各種衛生講習会の開催
　⑥食品営業賠償共済への加入勧奨
　⑦食品衛生啓発用のリーフレット等の作成配布

◎公益社団法人日本食品衛生協会近畿ブロック連絡
　協議会関連事業への参加について

１.平成３０年度近畿ブロック連絡協議会事務局長会議・総会
　 日 時：平成３０年４月１１日（水）午後２時～
　 場 所：京都市・ホテル平安の森京都 西館３階 岡崎の間
　 神戸市食品衛生協会から原田会長他３名が出席しました。午
後２時から行われた公益社団法人日本食品衛生協会担当者と近
畿ブロック８支部の事務局長による事務局長会議では、近畿ブ
ロックの今後の役割分担や各支部の情報交換が行われました。
午後３時１０分から行われた総会では、平成２９年度事業報告、
収支決算・監査報告、平成３０年度事業計画案、収支予算案等
の議題が審議され、全ての議題が承認されました。また、平成
３０年度、平成３１年度の 2 年間は神戸市支部が事務局を担当
することとなりました。

２. 平成３０年度近畿ブロック連絡協議会・近畿ブロック大会
     日 時：平成３０年７月１１日（水）午後１時３０分～
     場 所：奈良県・奈良ロイヤルホテル ２階 春日の間（協議会）

　
２階 鳳凰の間（大　会）

　午後１時３０分から行われた公益社団法人日本食品衛生協会担
当者と近畿ブロック８支部の役員による連絡協議会では各支部の
重点事業の説明のほか、公益社団法人日本食品衛生協会の今年度
の事業予定が報告されました。事務局を担当する神戸市食品衛生
協会から原田会長他５名が出席しました。午後３時からの大会で
は厚生労働省医薬・生活衛生局長表彰が行われました。（前掲）

　神戸市食品衛生協会から入江食品衛生指導員部会長他事務局４
名が出席しました。各支部からの指導員活動状況報告と公益社団
法人日本食品衛生協会から「ＨＡＣＣＰ普及のための取組」、
「手洗いマイスター制度」、及び新「食の安心・安全・五つ星事
業」が報告されました。また、各支部より活動状況について報告
があり、指導員数の減少や高齢化といった課題や「食の安心・安
全・五つ星事業」と「手洗いマイスター認定講習会」の実施状況
について意見交換が行われました。

３. 近畿ブロック連絡協議会・食品衛生指導員部会長会議
　 日 時：平成３０年１０月１０日(水) 午後２時３０分～
　 場 所：神戸市・ザ マーカス スクエア神戸（神戸ハーバーラ
　 　 　 ンド ホテルクラウンパレス神戸内）５階 スィート

　神戸市食品衛生協会から原田会長他事務局４名が出席しました。
会議では、事務局から「平成３１年度事業」について提案され、
公益社団法人日本食品衛生協会桑﨑専務理事から「食品衛生法等
の一部改正する法律の概要と関係政省令の検討状況」について報
告されました。また、ＨＡＣＣＰの普及推進や食の安心・安全・
五つ星事業の推進について、各支部で意見交換が行われました。

４.近畿ブロック連絡協議会・食品衛生協会会長（支部長）会議
　 日 時：平成３０年１１月８日(木) 午後３時～
　 場 所：神戸市・ＡＮＡクラウンプラザホテル神戸９階 サフラン
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　食中毒など食品関係事故が発生した場合の賠償事案に備え、
安い掛金で補償が得られる公益社団法人日本食品衛生協会の会
員向け共済事業である「食品営業賠償共済・あんしんフード君」
への加入勧奨を進めています。

◎食協共済事業の推進



（ 8） （ 9）

回し、食品の表示や温度管理、衛生的な取扱いについて点検する
とともに、営業者や消費者に食中毒予防や衛生管理のリーフレッ
トや啓発グッズを配布し、食品衛生の向上に努めました。
３．衛生講習会
　６月７日（木）、東部衛生監視事務所と共催で、動物園ホール
において夏期に向けた食品の取り扱いに対する衛生講習会を開催
しました。（参加者：８４名）
　また、食品衛生責任者実務講習会を神戸市勤労会館において定
期的に開催し、食中毒予防等について知識の普及に務めました。

会社」では造り酒屋ならではの製法で醸造する純米酒の酒蔵を、
「株式会社共進牧場浄谷工場」では総合衛生管理製造過程の承認
を受けた牛乳の製造工程を見学し、衛生管理等に関する見識を
深めました。
３．衛生講習会
　長田区役所において「食品衛生責任者実務講習会」を３月、
６月、１２月（９月は台風のため中止）の計３回開催し、ＨＡＣ
ＣＰの考え方を取り入れた衛生管理など、最新の知見を取り入
れた講習を行いました。

実施し、参加人数は、２７名（協会役員・指導員７名、消費者
１０名、行政 /食品衛生監視員１０名 ) でした。
２．衛生講習会
　３月・８月の２回、食品衛生責任者実務講習会を開催し、食品
の取扱いや施設の衛生管理等について講習を行いました。
（２４名・２８名）
３．施設見学会
　１０月２９日（月）、①サラヤ㈱大阪工場と②サントリー山崎
蒸留所の２ヶ所を見学し、食品衛生等に係る見識を深めました。
（参加者１３名）
４．研修会
　１２月７日（金）に垂水衛生監視事務所と共催で食品衛生指導
員の支所研修を兼ねた研修会を開催しました。（５５名参加）
　演　　題：「ノロウイルス食中毒対策について」
　　　　　　垂水衛生監視事務所　衛生監視員
　演　　題：「手洗い実践講習」
　　　　　　サラヤ株式会社 近畿支店 神戸営業所

　昨年、当支所で実施した主な事業は次のとおりです。
１．研修会
　２月１日（木）、東灘支所及び中央支所と共催で次のとおり
研修会を開催しました。
　演　　題：「ＨＡＣＣＰは難しくない！」
　講　　師：大阪市立大学大学院　工学研究科　
　　　　　　客員教授　米虫　節夫　氏
　参加人数：１７名
２．食の安全･安心パトロール
　支部主催の本事業に役員１名に協力いただき、市内量販店を巡

灘支所

　昨年、当支所で実施した主な事業は次のとおりです。
１．研修会
　２月１日（木）、灘支所及び中央支所と共催で次のとおり研修
会を開催しました。
　演　　題：「ＨＡＣＣＰは難しくない！」
　講　　師：大阪市立大学大学院　工学研究科　客員教授
　　　　　　米虫　節夫　氏
　参加人数：５１名
２．食の安全･安心パトロール
　支部主催の本事業に事務局員２が参加し、市内量販店を巡回し、
食品の表示や温度管理、衛生的な取扱いについて点検するととも
に、営業者や消費者に食中毒予防や衛生管理のリーフレットや啓
発グッズを配布し、食品衛生の向上に努めました。
３．施設見学会
　１０月１９日（金）に、「コープこうべ検査センター」と「キ
ューピー神戸工場」を見学し、消費者の視点に立った商品検査や、
先進的食品工場における最新技術の製造ラインを見学し、新たな
見識を深めることが出来ました。
４．衛生講習会
　６月７日（木）、東部衛生監視事務所と共催で、東灘区区民ホ
ール（うはらホール）において、夏期に向けた食品の取り扱いに
対する衛生講習会を開催しました。（参加者：１３７名）
　また、食品衛生責任者実務講習会を神戸市勤労会館において定
期的に開催し、食中毒予防等について知識の普及に務めました。

東灘支所

　昨年、当支所で実施した主な事業は次のとおりです。
１．食の安全・安心パトロール
　今年度は、全市的な取り組みとして、６月２７日（水）に中央
区三宮周辺で行われた「食の安全・安心パトロール」に参加し、
食中毒予防の啓発などを実施しました。
２．施設見学会
　１１月６日（火）に、「富久錦株式会社（加西市）」及び「株式
会社共進牧場浄谷工場（小野市）」を見学しました。「富久錦株式

西部支所

　昨年、当支所で実施した主な事業は次のとおりです。
１．研修会
　２月１日（木）、東灘支所及び灘支所と共催で次のとおり研修会
を開催しました。
　演　　題：「ＨＡＣＣＰは難しくない！」
　講　　師：大阪市立大学大学院　工学研究科　
　　　　　　客員教授　米虫　節夫　氏
　参加人数：１９名
２．食の安全･安心パトロール
　支部主催の本事業に役員１名に協力いただき、市内量販店を巡
回し、食品の表示や温度管理、衛生的な取扱いについて点検する
とともに、営業者や消費者に食中毒予防や衛生管理のリーフレッ
トや啓発グッズを配布し、食品衛生の向上に努めました。
３．衛生講習会
　東部衛生監視事務所との共催により、６月８日（金）に神戸市
産業振興センター大ホールにおいて、夏季に向けた食品の取り扱
いに対する衛生講習会を開催しました。（参加者：１０６名）
　また、定期的に食品衛生責任者実務講習会を開催し、食中毒予
防や自主衛生管理の要点などについて、知識の普及に努めました。

中央支所
　昨年、当支所で実施した主な事業は次のとおりです。
１．啓発活動
(1) 食品衛生啓発ブース出店
　５月１９日（土）、北区鈴蘭公園で開催された “きたきたまつ
り” に、食品衛生をＰＲする啓発ブースを出店し、食中毒クイズ
や食材を使用したスライム作りを通じて、ご来場頂いた小学生等
や親御様へ手洗いや肉の生食の危険さへの認識を深めて頂いたほ
か、啓発資材の配布を行いました。（来場者数　約３００名）
(2) きっずサイエンス教室
　８月２３日（木）、しあわせの村研修館大会議室で、小学生以
上の児童を含む親子を対象とした、体験型学習プログラム「きっ
ずサイエンス教室」を企画したところ、３０名を超える参加申込
がありました。人工いくらの実験と併せて正しい手洗い方法など、
食品衛生を楽しく学んでもらう予定でしたが、台風のため、残念
ながら中止となりました。
２．食の安全・安心パトロール
　６月２７日（水）に神戸市保健所、神戸市食品衛生協会の協
力のもと、消費者代表の参加を得て、協同して食品取扱施設を
巡回点検し、施設利用者等へ食品衛生啓発資材を配布するほか、
市民・営業者・行政の三者によるリスクコミュニケーションを
行い、食品衛生意識の向上を図りました。
３．衛生講習会
　２月に食品衛生責任者実務講習会を本区と北神地区で計２回
開催し、ＨＡＣＣＰによる衛生管理や食品事業者の危機管理対策
等について講習を行いました。

北支所

　昨年、当支所で実施した主な事業は次のとおりです。
１．食の安全・安心パトロール
　今年は６月２９日（火）に支部との共催事業として三宮周辺で

垂水支所

　昨年、当支所で実施した主な事業は次のとおりです。
１．研修会
　２月２６日（月）、次のとおり研修会を開催しました。
　演　　題：「制度化に基づくＨＡＣＣＰ導入のためのポイント」
　演　　題：「適切な嘔吐物の処理方法の解説と実習」
　講　　師：サラヤ株式会社
　参加人数：３２名
２．食の安全・安心パトロール
　６月２７日（水）、支部・支所共催事業として、神戸市保健所
と合同で食の安全・安心パトロールを実施し、指導員１名及び
事務局１名が参加しました。
３．夏期衛生講習会
　食中毒多発時期を迎えた6月、西衛生監視事務所と共催で区内
３箇所の会場で食品衛生講習会を開催し、自主管理の点検と知識
の普及に努めました。受講者１２５名
４．施設見学会
　１１月３０日（金）、高砂市のキッコーマン食品株式会社高砂
工場を見学し、しょうゆ作り体験や衛生管理に関する講習を受講
しました。国内最大級のしょうゆ工場における製造技術を見学す
るとともに、現地講習会ではＡＴＰ拭取り検査キットを活用した
衛生管理手法の解説を伺い、新たな見識を深めることが出来まし
た。参加人数１７名

西支所　
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回し、食品の表示や温度管理、衛生的な取扱いについて点検する
とともに、営業者や消費者に食中毒予防や衛生管理のリーフレッ
トや啓発グッズを配布し、食品衛生の向上に努めました。
３．衛生講習会
　６月７日（木）、東部衛生監視事務所と共催で、動物園ホール
において夏期に向けた食品の取り扱いに対する衛生講習会を開催
しました。（参加者：８４名）
　また、食品衛生責任者実務講習会を神戸市勤労会館において定
期的に開催し、食中毒予防等について知識の普及に務めました。

会社」では造り酒屋ならではの製法で醸造する純米酒の酒蔵を、
「株式会社共進牧場浄谷工場」では総合衛生管理製造過程の承認
を受けた牛乳の製造工程を見学し、衛生管理等に関する見識を
深めました。
３．衛生講習会
　長田区役所において「食品衛生責任者実務講習会」を３月、
６月、１２月（９月は台風のため中止）の計３回開催し、ＨＡＣ
ＣＰの考え方を取り入れた衛生管理など、最新の知見を取り入
れた講習を行いました。

実施し、参加人数は、２７名（協会役員・指導員７名、消費者
１０名、行政 /食品衛生監視員１０名 ) でした。
２．衛生講習会
　３月・８月の２回、食品衛生責任者実務講習会を開催し、食品
の取扱いや施設の衛生管理等について講習を行いました。
（２４名・２８名）
３．施設見学会
　１０月２９日（月）、①サラヤ㈱大阪工場と②サントリー山崎
蒸留所の２ヶ所を見学し、食品衛生等に係る見識を深めました。
（参加者１３名）
４．研修会
　１２月７日（金）に垂水衛生監視事務所と共催で食品衛生指導
員の支所研修を兼ねた研修会を開催しました。（５５名参加）
　演　　題：「ノロウイルス食中毒対策について」
　　　　　　垂水衛生監視事務所　衛生監視員
　演　　題：「手洗い実践講習」
　　　　　　サラヤ株式会社 近畿支店 神戸営業所

　昨年、当支所で実施した主な事業は次のとおりです。
１．研修会
　２月１日（木）、東灘支所及び中央支所と共催で次のとおり
研修会を開催しました。
　演　　題：「ＨＡＣＣＰは難しくない！」
　講　　師：大阪市立大学大学院　工学研究科　
　　　　　　客員教授　米虫　節夫　氏
　参加人数：１７名
２．食の安全･安心パトロール
　支部主催の本事業に役員１名に協力いただき、市内量販店を巡

灘支所

　昨年、当支所で実施した主な事業は次のとおりです。
１．研修会
　２月１日（木）、灘支所及び中央支所と共催で次のとおり研修
会を開催しました。
　演　　題：「ＨＡＣＣＰは難しくない！」
　講　　師：大阪市立大学大学院　工学研究科　客員教授
　　　　　　米虫　節夫　氏
　参加人数：５１名
２．食の安全･安心パトロール
　支部主催の本事業に事務局員２が参加し、市内量販店を巡回し、
食品の表示や温度管理、衛生的な取扱いについて点検するととも
に、営業者や消費者に食中毒予防や衛生管理のリーフレットや啓
発グッズを配布し、食品衛生の向上に努めました。
３．施設見学会
　１０月１９日（金）に、「コープこうべ検査センター」と「キ
ューピー神戸工場」を見学し、消費者の視点に立った商品検査や、
先進的食品工場における最新技術の製造ラインを見学し、新たな
見識を深めることが出来ました。
４．衛生講習会
　６月７日（木）、東部衛生監視事務所と共催で、東灘区区民ホ
ール（うはらホール）において、夏期に向けた食品の取り扱いに
対する衛生講習会を開催しました。（参加者：１３７名）
　また、食品衛生責任者実務講習会を神戸市勤労会館において定
期的に開催し、食中毒予防等について知識の普及に務めました。

東灘支所

　昨年、当支所で実施した主な事業は次のとおりです。
１．食の安全・安心パトロール
　今年度は、全市的な取り組みとして、６月２７日（水）に中央
区三宮周辺で行われた「食の安全・安心パトロール」に参加し、
食中毒予防の啓発などを実施しました。
２．施設見学会
　１１月６日（火）に、「富久錦株式会社（加西市）」及び「株式
会社共進牧場浄谷工場（小野市）」を見学しました。「富久錦株式

西部支所

　昨年、当支所で実施した主な事業は次のとおりです。
１．研修会
　２月１日（木）、東灘支所及び灘支所と共催で次のとおり研修会
を開催しました。
　演　　題：「ＨＡＣＣＰは難しくない！」
　講　　師：大阪市立大学大学院　工学研究科　
　　　　　　客員教授　米虫　節夫　氏
　参加人数：１９名
２．食の安全･安心パトロール
　支部主催の本事業に役員１名に協力いただき、市内量販店を巡
回し、食品の表示や温度管理、衛生的な取扱いについて点検する
とともに、営業者や消費者に食中毒予防や衛生管理のリーフレッ
トや啓発グッズを配布し、食品衛生の向上に努めました。
３．衛生講習会
　東部衛生監視事務所との共催により、６月８日（金）に神戸市
産業振興センター大ホールにおいて、夏季に向けた食品の取り扱
いに対する衛生講習会を開催しました。（参加者：１０６名）
　また、定期的に食品衛生責任者実務講習会を開催し、食中毒予
防や自主衛生管理の要点などについて、知識の普及に努めました。

中央支所
　昨年、当支所で実施した主な事業は次のとおりです。
１．啓発活動
(1) 食品衛生啓発ブース出店
　５月１９日（土）、北区鈴蘭公園で開催された “きたきたまつ
り” に、食品衛生をＰＲする啓発ブースを出店し、食中毒クイズ
や食材を使用したスライム作りを通じて、ご来場頂いた小学生等
や親御様へ手洗いや肉の生食の危険さへの認識を深めて頂いたほ
か、啓発資材の配布を行いました。（来場者数　約３００名）
(2) きっずサイエンス教室
　８月２３日（木）、しあわせの村研修館大会議室で、小学生以
上の児童を含む親子を対象とした、体験型学習プログラム「きっ
ずサイエンス教室」を企画したところ、３０名を超える参加申込
がありました。人工いくらの実験と併せて正しい手洗い方法など、
食品衛生を楽しく学んでもらう予定でしたが、台風のため、残念
ながら中止となりました。
２．食の安全・安心パトロール
　６月２７日（水）に神戸市保健所、神戸市食品衛生協会の協
力のもと、消費者代表の参加を得て、協同して食品取扱施設を
巡回点検し、施設利用者等へ食品衛生啓発資材を配布するほか、
市民・営業者・行政の三者によるリスクコミュニケーションを
行い、食品衛生意識の向上を図りました。
３．衛生講習会
　２月に食品衛生責任者実務講習会を本区と北神地区で計２回
開催し、ＨＡＣＣＰによる衛生管理や食品事業者の危機管理対策
等について講習を行いました。

北支所

　昨年、当支所で実施した主な事業は次のとおりです。
１．食の安全・安心パトロール
　今年は６月２９日（火）に支部との共催事業として三宮周辺で

垂水支所

　昨年、当支所で実施した主な事業は次のとおりです。
１．研修会
　２月２６日（月）、次のとおり研修会を開催しました。
　演　　題：「制度化に基づくＨＡＣＣＰ導入のためのポイント」
　演　　題：「適切な嘔吐物の処理方法の解説と実習」
　講　　師：サラヤ株式会社
　参加人数：３２名
２．食の安全・安心パトロール
　６月２７日（水）、支部・支所共催事業として、神戸市保健所
と合同で食の安全・安心パトロールを実施し、指導員１名及び
事務局１名が参加しました。
３．夏期衛生講習会
　食中毒多発時期を迎えた6月、西衛生監視事務所と共催で区内
３箇所の会場で食品衛生講習会を開催し、自主管理の点検と知識
の普及に努めました。受講者１２５名
４．施設見学会
　１１月３０日（金）、高砂市のキッコーマン食品株式会社高砂
工場を見学し、しょうゆ作り体験や衛生管理に関する講習を受講
しました。国内最大級のしょうゆ工場における製造技術を見学す
るとともに、現地講習会ではＡＴＰ拭取り検査キットを活用した
衛生管理手法の解説を伺い、新たな見識を深めることが出来まし
た。参加人数１７名

西支所　
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平成３０年神戸市食中毒発生状況（１１月末現在）（暫定値）

Ｎｏ. 発生月日 摂食者数 患者数 原因食品 病因物質（血清型等） 原因施設

１ ２/２１ ２４ ２月２０日から２３日に提供された食事 飲食店

２ ３/１７ ２ １

１５

３月１６日に提供された寿司（〆サバ、シマアジ等）

ノロウイルス

飲食店

３ ３/１８ １

１８ １５

２０ １３

３５ ２６

１ １

１３ ９

１ ３月１７日に購入した〆サバ、造り盛合わせ
（マグロ・サーモン） 魚介類販売店

４ ３/２１ ３月２０日に提供された食事 ノロウイルス

アニサキス

アニサキス

飲食店

５ ４/２９ ４月２７日に提供された鶏刺身を含む食事 カンピロバクター 飲食店

６ ５/６ ４月２７日に提供された食事 ウェルシュ菌 寄宿舎

７ ６/２８ ６月２８日に提供された炙りしめさば アニサキス 飲食店

８ ７/２８ ７月２７日に提供された鶏刺身を含む食事 カンピロバクター 飲食店

９ ７/３０ １２ ６ ７月２８日に提供されたムネたたきを含む食事 カンピロバクター

カンピロバクター

飲食店

１０

１１

９/２２ ２７ 9

２ １

９月２１日に提供された鶏刺身を含む食事 飲食店

飲食店

飲食店

飲食店

１０/１７

１２

１３

１１/１５

１１/１８

１０月１６日に提供された〆サバ

１１月１５日に提供されたヒラメ造り

１１月１８日に提供されたヒラメ造り

アニサキス

クドア

クドア

１２ １１

『概要』
● 概要：平成３０年の神戸市内の食中毒発生
状況（１１月末現在）は、事件数１１件、
患者数９６名で、昨年の同時期に比べ、
事件数、患者数とも減少しています。

『特徴』
●サバ、ブリなどの生鮮魚介類に寄生するアニサキス食中毒、鶏肉の生食や二次汚染等
　によるカンピロバクター食中毒がそれぞれ４件、ノロウイルス食中毒が２件、ウェル
　シュ食中毒が１件発生しています。
●アニサキス食中毒：①新鮮な魚を購入する。②調理の際、目視で確認し、アニサキス
　を除去する ③冷凍する（－２０℃で２４時間以上）。④加熱調理する。ことです。
●カンピロバクター食中毒：鶏肉は食中毒菌の汚染率が高いので十分に加熱してから食
　べることが大切です。特に子供や高齢者などの抵抗力の弱い人は鶏肉の生食を控えま
　しょう。
●ノロウイルス食中毒：手洗いが何より重要です。調理前、トイレ後などには手洗いを
　励行しましょう。
●ウエルシュ菌食中毒：①調理後はすぐ食べる。②カレーやスープの大量調理時は、特
　に注意が必要！中まで十分加熱し、調理後は長時間室温に放置せず、速やかに１０℃
　以下に保存する。③再加熱は攪拌しながら十分に行うことが重要です。

２４ １７

１９１ １２５計

各食品衛生協会（各衛生監視事務所内）所在地

協会名 管轄区 所在地 協会名 管轄区 所在地

東灘食品衛生協会 東灘区 〒651-8570
中央区雲井通５丁目１－１

中央区総合庁舎８階　東部衛生監視事務所内

TEL232-4651  FAX232-4657

垂水食品衛生協会 垂水区

〒 655-8570
垂水区日向 1丁目 5－ 1
垂水区総合庁舎 2階　垂水衛生監視事務所内

TEL708-6230  FAX708-6233

灘食品衛生協会 灘 区

中央食品衛生協会 中央区

西部食品衛生協会

兵庫区 〒653-8570
長田区北町 3丁目４－３
長田区総合庁舎 5階　西部衛生監視事務所内

TEL579-2660  FAX579-2662

西食品衛生協会 西 区

〒 651-2195
西区玉津町小山字川端 180－ 3
西区総合庁舎 3階　西衛生監視事務所内

TEL929-0550  FAX929-0056

長田区

須磨区

北食品衛生協会 北 区

〒651-1195
北区鈴蘭台北町1 丁目９－１ 
北区総合庁舎５階・北衛生監視事務所内

TEL593-3250  FAX593-2880

神戸市食品衛生協会

〒 650-8570
中央区加納町 6丁目 5－ 1
神戸市役所１号館 6階　保健福祉局健康部生活衛生課内

TEL322-5262  FAX322-2725



（ 10） （ 11）

平成３０年神戸市食中毒発生状況（１１月末現在）（暫定値）
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８ ７/２８ ７月２７日に提供された鶏刺身を含む食事 カンピロバクター 飲食店

９ ７/３０ １２ ６ ７月２８日に提供されたムネたたきを含む食事 カンピロバクター

カンピロバクター

飲食店

１０

１１

９/２２ ２７ 9

２ １

９月２１日に提供された鶏刺身を含む食事 飲食店

飲食店

飲食店

飲食店

１０/１７

１２

１３

１１/１５

１１/１８

１０月１６日に提供された〆サバ

１１月１５日に提供されたヒラメ造り

１１月１８日に提供されたヒラメ造り

アニサキス

クドア

クドア

１２ １１

『概要』
● 概要：平成３０年の神戸市内の食中毒発生
状況（１１月末現在）は、事件数１１件、
患者数９６名で、昨年の同時期に比べ、
事件数、患者数とも減少しています。

『特徴』
●サバ、ブリなどの生鮮魚介類に寄生するアニサキス食中毒、鶏肉の生食や二次汚染等
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●アニサキス食中毒：①新鮮な魚を購入する。②調理の際、目視で確認し、アニサキス
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●ノロウイルス食中毒：手洗いが何より重要です。調理前、トイレ後などには手洗いを
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平成31年1月1日 第57号

http://kobe-shokukyo.sakura.ne.jp/神戸市食品衛生協会役員

新年に寄せて 神戸市長

　　　　　　　　　　　新年あけましておめでとうございます。
　　　　　　　　　　　神戸市食品衛生協会の皆様におかれまし
　　　　　　　　　　ては、日頃より食品の自主的衛生管理や、
　　　　　　　　　　食品衛生の普及・啓発の推進など、市政に
　　　　　　　　　　対し格別のご協力を賜り､感謝申し上げます。
　　　　　　　　　　　平成 31年（2019年）は我が国にとって
大変重要な年となります。４月 30 日の天皇陛下御退位に伴い
「平成」が幕を閉じ、５月１日に皇太子殿下が即位され、新たな
元号に改められます。折りしも、神戸にとっては、明治 22 年
（1889年)の市制施行により神戸市が誕生してから130周年とい
う節目の年でもあります。まさに新たな年の幕開けにあたり、神
戸は、これまで先人が築き上げてきた歴史や営みを受け継ぎなが
ら、輝かしい未来に向かって着実に歩みを進めていかなければな
りません。本格的な人口減少時代を迎え、神戸が将来にわたって
活力を維持していくためには、都市の魅力を磨き、選ばれるまち
としての価値を高めていくことが重要です。

　そのため、神戸の強みである「居住都市」としての質をさらに
向上させるとともに、神戸医療産業都市の推進など神戸経済の活
性化を図ります。また、神戸港や六甲山系など美しい景観を崩す
ことがないよう調和のとれたまちづくりを進めるほか、空家・空
地の解消など地域再生への取り組みも行ってまいります。
　さらに、子育て世代への切れ目のない支援や子どもたちの教育
環境の充実、認知症対策「神戸モデル」をはじめとした高齢者支
援の充実を図るとともに、若い世代を中心とした起業創業の創出
など、特色ある取り組みを引き続き進めてまいります。今後も、
様々な分野の施策にバランスよく取り組み、まちの総合力を高め、
誰もが心地よく健やかに住み、学び、働き続けられる魅力あふれ
るまちづくりに力を尽くしてまいりますので、神戸市政に対し、
ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　末筆ではございますが、本年が皆様にとって素晴らしい一年と
なりますことをお祈りいたします。

神戸花時計【平成 30年 12月】

会　　　  長　 原 田　 富 男

副    会    長　 登 尾　 鈆 一　　　　

副    会    長　 内 藤　 豊 彦　　　　　

会  計  理  事　 上 東　 公 治　 　　　

監　　　  事　 入 江　 眞 弘　　　　　

監　　　  事　 岩 佐　 正 美　　　　　

常  任  理  事　 白 樫　 達 也　　　　　

常  任  理  事　 近 江　　  隆         　

常  任  理  事　 堂 加　 雅 丈　　　　　

常  任  理  事　 遠 藤　 純 民

常  任  理  事　 中 尾　 嘉 延

常  任  理  事　 吉 岡　　  治

理　　　  事　 砂 金　 伸 和

理　　　  事　  下 村　 壽 男

理　　　事　 高 嶋　 良 平

理　　　事　 東 山　 英 夫

理　　　事　 福 原　 敏 晃

理　　　事　 栗 栖　 正 明

理　　　事　 井 田　 恭 子

理　　　事　 張 元　 永 治

理　　　事　 関 谷　 繁 雄

理　　　事　 貝 塚　 一 夫

理　　　事　 箱 﨑　 孝 治

理　　　事　 小 川　 嘉 之

理　　　事　 三 坂　 晃 司

理　　　事　 井 上　　  賢

理　　　事　 辰 巳　 眞 一

東灘食品衛生協会  　  会      長   白 樫　達 也

　　　　　　　　　　　             役 員  一  同

灘食品衛生協会           会      長   近 江　　 隆

　　　　　　　　　                    役 員  一  同

中央食品衛生協会 　   会      長   岩 佐　正 美

　　　　　　　                           役 員  一  同

西部食品衛生協会        会      長   内 藤　豊 彦

                                                    役 員  一  同

北食品衛生協会           会      長   堂 加　雅 丈

                                                    役 員  一  同

垂水食品衛生協会 　   会      長   登 尾　鈆 一                          　

                                                    役 員  一  同

西食品衛生協会           会      長   遠 藤　純 民                         　

　                                                 役 員  一  同
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